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ニーズを先取りするため

に努めていることは。

後藤さん 最新の規格を読

み、３規格策定に関わる

社内のメンバーと打ち合わせし

て、次に求められる機能を予想

する。ユーザーからのヒアリン

グで具体的なニーズを聞くこと

も大事だ。「今求められる機能

は何か」を常に意識し、優先的

に実装していく。

テレワークでの開発業務

は。

後藤さん ハードウエアの開

発は出社しないと難しいが、私

はソフト寄りなので支障はな

い。

8000の場合、制御用

を自宅からリモートで動かせ

る。コンバータやケーブル

の接続などセットアップをして

おけば、全て遠隔でソフトウエ

ア的な試験を行える。シミュレ

ーションも活用し、滞りがない

よう行っている。

最先端の開発に携わるや

りがいは。

後藤さん チップベンダーを

訪れた際、＆の現場で、

8000がたくさん置かれてい

て、「これだけ使われてるん

だ」という感慨があった。

今後の展開は。

後藤さん 8000をアッ

プコンバートして高周波数帯に

対応する際、チャンバとコンバ

ータの間の距離を短くして減衰

を抑えることが当面の課題だ。

５以後に向けては、ミリ波帯

よりさらに高い周波数に対応す

る信号を正確に出し、受けられ

る技術の開発を進めていく。

る。

試験に対す

る今後の要求は。

後藤さん 今ま

では、チップベン

ダーや端末ベンダ

ーによる開発フェ

ーズ向けがメーン

だった。５スマ

ートフォンが普及

してくると、製造

工程向けが増えて

くる。同時に大量

のスマホを試験す

るため、試験工程

をコンパクトにし

たり、試験時間を

短くするための要

求が出てくると思

う。

３時代か

ら無線通信用の測

定器を提供してき

たアンリツの市場

での優位性は。

後藤さん 18年

に8000を投

入した頃は、確か

に４測定器とセ

ットで使ってもら

える面があった。

これからは、４時代のよう

に、３などの規格を待つ

スタンスでは優位性は保てな

い。５では、規格が固まらな

いうちに新しい機能が求められ

る。さらにシェアを取るには、

連続試験をしても止まらないと

いった測定器の安定性を保ちつ

つ、規格を一部予想してタイム

リーに開発・投入することが必

要だ。

器が分かれていた。５テスタ

ーの8000はそれらを一つ

に統合。プロトコルからの

試験まで全て１台でできるのが

大きな特徴だ。

５になり試験方法も変

わりました。

後藤さん の時代は有

線接続で試験するのがスタ

ンダード。５もサブ６帯はコ

ネクタ接続で試験するが、ミリ

波帯はチャンバ（電波暗箱）を

使って試験（無線環境試

験）を行う必要がある。

は３次元の球面の多くのポイン

トで測るため試験時間も長くな

アンリツの計測事業は、５

チップセットや携帯端末の旺盛

な開発需要のため、コロナ禍で

も順調だ。直近のモバイル需要

の売上比率は約６割。中でも携

帯端末用テスター「8000

」は、サブ６とミリ波の双方

で活用できる代表的な計測器と

して、知名度を誇る。ソフトウ

エア開発に携わった後藤研司氏

に聞いた。

◇

8000の特徴は。

後藤さん 開発の頃

は、プロトコル試験向け、

特性や信号品質試験向けで測定
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後藤 研司さん

開発に関わった「ＭＴ8000Ａ」と後藤さん

した。その後、４  

端末向けの「88

21」のソフトウエア開発業

務を経て、10年代後半から５

 端末開発向け「800

0」を開発。現在に至る。

[略歴]

★後藤研司＝09年４月に入

社し、４ 端末の開発

・製造向け測定器「8820

」の開発に従事。主に

信号を解析する信号処理部の

ソフトウエア開発業務を担当
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